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平
成
23
年
度
康
楽
賞
贈
与
式
を

挙
行
し
ま
し
た

　

平
成
23
年
度
の
康
楽
賞
受
賞
者
（
教

員
12
名
、
学
生
48
名
（
う
ち
学
術
研
究

関
係
24
名
、
奨
学
生
24
名
））
が
決
定

し
、
平
成
24
年
1
月
19
日
、
長
井
記
念

ホ
ー
ル
に
お
い
て
贈
与
式
を
挙
行
し
ま

し
た
。

　

康
楽
賞
は
、
財
団
法
人
康
楽
会
よ
り
、

本
学
の
教
員
で
そ
の
研
究
に
成
果
の

あ
っ
た
者
及
び
本
学
の
学
生
で
学
業
成

績
等
が
優
秀
で
あ
る
者
に
対
し
、
賞
状

及
び
賞
金
が
贈
ら
れ
る
も
の
で
、
昭
和

26
年
に
創
設
さ
れ
、
今
回
で
61
回
目
と

な
り
ま
す
。

　

贈
与
式
で
は
、
受
賞
者
一
人
一
人
に

学
長
か
ら
賞
状
、
財
団
法
人
康
楽
会
よ

り
ご
臨
席
い
た
だ
い
た
野
田
理
事
か
ら

賞
金
が
授
与
さ
れ
ま
し
た
。
ま
た
、
受

賞
者
を
代
表
し
て
大
学
院
ヘ
ル
ス
バ
イ

オ
サ
イ
エ
ン
ス
研
究
部　

福
井
裕
行
教

授
よ
り
財
団
法
人
康
楽
会
に
対
し
て
謝

辞
が
述
べ
ら
れ
ま
し
た
。

第
40
回
徳
島
大
学
駅
伝
大
会
を

開
催
し
ま
し
た

　

１
月
28
日
、
徳
島
中
央
公
園
に
て
第

40
回
徳
島
大
学
駅
伝
大
会
を
開
催
し
ま

し
た
。
本
大
会
は
学
生
及
び
教
職
員
と

の
相
互
の
親
睦
を
深
め
、
体
力
・
気
力

の
向
上
を
図
る
こ
と
を
目
的
に
、
徳
島

大
学
体
育
団
体
連
合
会
と
徳
島
大
学
主

催
で
毎
年
1
月
に
開
催
さ
れ
ま
す
。
今

回
は
、
５
人
の
走
者
で
構
成
す
る
学
生

チ
ー
ム
34
団
体
（
男
子
26
、
女
子
８
）、

１
７
０
人
が
、
男
子
16
k
m
、
女
子
10

k
m
の
コ
ー
ス
で
た
す
き
を
つ
な
ぎ

ま
し
た
。

　

各
チ
ー
ム
の
健
脚
も
さ
る
こ
と
な
が

ら
、
部
活
の
ユ
ニ
フ
ォ
ー
ム
で
走
る

チ
ー
ム
も
あ
り
、
応
援
も
盛
り
上
が
り

ま
し
た
。
一
人
の
故
障
者
も
な
く
す
べ

て
の
チ
ー
ム
が
無
事
完
走
し
、
競
技
終

了
後
は
優
勝
チ
ー
ム
に
優
勝
杯
と
副
賞
、

成
績
上
位
チ
ー
ム
に
副
賞
が
授
与
さ
れ

ま
し
た
。

　

３
位
ま
で
の
チ
ー
ム
は
以
下
の
と
お

り
で
す
。

（
男
子
）

優
勝
：
城
山
防
衛
軍　

２
位
：
水
泳
部
男
子
Ａ
チ
ー
ム

３
位
：
天
牙
エ
ン
ペ
ラ
ー
ズ

（
女
子
）

優
勝
：
女
子
陸
上
競
技
部

２
位
：
女
子
ラ
ク
ロ
ス
Ａ

３
位
：
水
泳
部
女
子

第
７
回
日
本
語
教
育
・

国
際
理
解
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム

「
世
界
に
通
じ
る
日
本
の
笑
い
」

〜
日
本
の
伝
統
文
化
を
伝
え
る
〜
が

開
催
さ
れ
ま
し
た

　

２
月
11
日
、
徳
島
大
学
地
域
・
国

際
連
携
プ
ラ
ザ
に
て
、「
世
界
に
通
じ

る
日
本
の
笑
い
」
〜
日
本
の
伝
統
文

化
を
伝
え
る
〜
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

本
催
し
は
、
国
際
セ
ン
タ
ー
主
催
の

日
本
語
教
育
・
国
際
理
解
シ
ン
ポ
ジ

ウ
ム
の
一
環
と
し
て
行
わ
れ
た
も
の

で
、
今
回
は
落
語
家
の
三
遊
亭
竜
楽

さ
ん
を
講
師
に
お
招
き
し
、
実
演
を

交
え
な
が
ら
講
演
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　

三
遊
亭
竜
楽
さ
ん
は
、
日
本
語
に
加

え
て
、
英
語
、
ド
イ
ツ
語
、
フ
ラ
ン
ス

語
、
イ
タ
リ
ア
語
、
ス
ペ
イ
ン
語
、
ポ

ル
ト
ガ
ル
語
の
６
カ
国
語
を
使
っ
て
落

語
の
口
演
を
さ
れ
、
海
外
で
も
ご
活
躍

さ
れ
て
い
ま
す
。
講
演
で
は
、
落
語
が

聴
き
手
の
想
像
力
を
使
う
芸
で
あ
る
た

め
、
言
葉
で
完
全
に
伝
え
ら
れ
な
い
こ

と
を
補
っ
て
く
れ
る
の
で
、
世
界
で
通

じ
る
芸
と
な
り
う
る
こ
と
等
に
つ
い
て
、

ご
自
身
の
経
験
を
交
え
て
ユ
ー
モ
ア

た
っ
ぷ
り
に
お
話
し
さ
れ
ま
し
た
。

　

講
演
後
に
は
日
本
語
で
落
語
を
口
演

い
た
だ
き
、
63
人
の
参
加
者
は
熱
心
に

耳
を
傾
け
、
時
々
笑
い
に
包
ま
れ
ま
し

た
。
日
本
の
伝
統
文
化
を
知
り
、
海
外

に
情
報
発
信
し
て
い
く
こ
と
の
大
切
さ

を
考
え
さ
せ
ら
れ
る
イ
ベ
ン
ト
と
な
り

ま
し
た
。

徳
島
大
学
合
同
企
業
説
明
会
を

開
催
し
ま
し
た

　

２
月
11
日
、
12
日
の
２
日
間
、
工
学

部
共
通
講
義
棟
に
お
い
て
徳
島
大
学
合

同
企
業
説
明
会
を
開
催
し
ま
し
た
。
本

説
明
会
は
、
毎
年
、
就
職
支
援
セ
ン

タ
ー
が
主
催
し
、
学
部
３
年
生
、
博
士

前
期
課
程
（
修
士
課
程
）
１
年
及
び
博

士
後
期
課
程
（
２
年
）
の
学
（
院
）
生

を
対
象
に
、
各
日
約
80
の
企
業
が
ブ
ー

ス
内
に
於
い
て
自
社
の
説
明
を
行
う
イ

ベ
ン
ト
で
す
。

　

リ
ク
ル
ー
ト
ス
ー
ツ
に
身
を
包
ん
だ

学
生
は
、
自
分
の
希
望
す
る
企
業
の

ブ
ー
ス
を
訪
れ
、
企
業
の
情
報
、
業
界

事
情
の
情
報
の
説
明
を
熱
心
に
担
当
者

か
ら
聞
い
て
い
ま
し
た
。
積
極
的
に
質

問
を
す
る
学
生
も
見
受
け
ら
れ
、
今
後

の
本
格
的
就
職
活
動
へ
の
意
気
込
み
も

感
じ
ら
れ
ま
し
た
。
２
日
間
で
延
べ
５

３
５
名
の
学
生
が
本
説
明
会
に
参
加
し

ま
し
た
。

徳
島
県
地
域
医
療
支
援
セ
ン
タ
ー

キ
ッ
ク
オ
フ
記
念
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
を

開
催
し
ま
し
た

　

２
月
17
日
、
長
井
記
念
ホ
ー
ル
に
て

徳
島
県
地
域
医
療
支
援
セ
ン
タ
ー
キ
ッ

ク
オ
フ
記
念
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
を
開
催
し

ま
し
た
。
徳
島
県
地
域
医
療
支
援
セ
ン

タ
ー
は
、
徳
島
県
と
徳
島
大
学
に
よ
り
、

地
域
医
療
を
担
う
医
師
の
キ
ャ
リ
ア
形

成
支
援
と
本
県
の
医
師
の
地
域
偏
在
の

解
消
や
医
師
確
保
の
支
援
等
を
目
的
と

し
て
設
置
さ
れ
た
も
の
で
す
。

　

安
井
セ
ン
タ
ー
長
（
徳
島
大
学
病
院

長
）、
齋
藤
徳
島
県
副
知
事
、
香
川
学

長
の
挨
拶
に
続
き
、
赤
池
副
セ
ン
タ
ー

長
（
大
学
院
ヘ
ル
ス
バ
イ
オ
サ
イ
エ
ン

ス
研
究
部
教
授
）
か
ら
本
セ
ン
タ
ー
の

紹
介
が
あ
り
ま
し
た
。
そ
の
後
、
本

キ
ッ
ク
オ
フ
記
念
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
の
記

念
講
演
と
し
て
、
福
井
大
学
医
学
部
附

属
病
院
総
合
診
療
部
の
林
寛
之
教
授
に

「
地
域
に
息
吹
を
吹
き
込
む
E
R
総
合

診
療
の
秘
訣
」
と
題
し
講
演
い
た
だ
き

ま
し
た
。
講
演
で
は
、
日
本
の
救
急

医
療
が
訴
訟
と
隣
り
合
わ
せ
で
あ
る

厳
し
い
現
実
が
あ
る
と
同
時
に
、

ジ
ェ
ネ
ラ
リ
ス
ト
（
総
合
医
）
と
し

て
の
仕
事
の
や
り
が
い
と
そ
の
必
要

性
等
に
つ
い
て
、
お
話
い
た
だ
き
ま

し
た
。
内
容
も
さ
る
こ
と
な
が
ら
、

林
教
授
の
聴
く
人
を
飽
き
さ
せ
な
い

ユ
ー
モ
ア
の
セ
ン
ス
と
話
術
の
巧
み

さ
に
、
約
２
０
０
名
の
参
加
者
は
引

き
込
ま
れ
、
熱
心
に
聴
き
入
っ
て
い

ま
し
た
。

　

今
後
、
徳
島
県
地
域
医
療
支
援
セ

ン
タ
ー
が
行
政
と
医
療
機
関
、
大
学

等
の
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
を
構
築
し
、
徳

島
県
の
地
域
医
療
の
向
上
の
た
め
、

役
立
つ
こ
と
が
期
待
さ
れ
ま
す
。

�������	�
�
�
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徳
大
ニュ
ー
ス

１：

や
は
り
就
職
の
こ
と
が
気
に
な
り
ま

す
。今
後
も
ど
の
よ
う
に
取
り
組
ま
れ
て

い
る
の
か
知
ら
せ
て
頂
け
る
と
助
か
り

ま
す
。

【
回
答
】

　
ご
意
見
ど
う
も
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い

ま
す
。就
職
活
動
や
就
職
の
状
況
は
、保

護
者
の
方
に
と
り
ま
し
て
は
非
常
に
大

き
な
関
心
を
持
っ
て
い
ら
っ
し
ゃ
る
と

思
い
ま
す
。徳
島
大
学
の
就
職
支
援
体
制

に
つ
き
ま
し
て
は
、2
0
1
0
年
秋
号
で

特
集
を
組
み
ま
し
た
。し
か
し
、国
内
で

は
昨
年
の
東
北
大
地
震
の
大
き
な
被
害
、

さ
ら
に
ギ
リ
シ
ャ
の
財
政
問
題
と
い
っ

た
世
界
を
巻
き
込
む
大
き
な
動
き
の
中

で
、日
本
の
大
学
生
を
取
り
巻
く
就
職
状

況
は
、改
善
さ
れ
る
ど
こ
ろ
か
ま
す
ま
す

困
難
が
増
し
て
お
り
ま
す
。徳
島
大
学
で

も
、学
生
の
就
職
支
援
に
関
し
ま
し
て
は

大
学
を
あ
げ
て
そ
の
体
制
を
強
化
し
て

お
り
ま
す
。

　
今
回
は
新
入
生
歓
迎
特
集
と
し
て
、新

入
生
に
知
っ
て
い
た
だ
き
た
い
様
々
な

学
内
の
施
設
等
を
取
り
上
げ
て
お
り
ま

す
が
、そ
の
中
に
就
職
支
援
セ
ン
タ
ー
を

紹
介
し
て
お
り
ま
す
。特
集
と
し
て「
就

職
支
援
」を
組
ま
な
く
て
も
、今
回
の
よ

う
な
形
で
就
職
支
援
体
制
に
関
し
て
紹

介
で
き
る
コ
ー
ナ
ー
を
設
け
る
こ
と
で
、

大
学
と
し
て
の
取
り
組
み
を
知
っ
て
い

た
だ
け
る
よ
う
に
、誌
面
作
り
に
配
慮
し

て
い
き
た
い
と
考
え
て
お
り
ま
す
。

2：

大
学
生
に
な
っ
て
家
か
ら
離
れ
徳
島

で
生
活
し
て
い
ま
す
の
で
、子
供
か
ら
学

校
の
事
を
き
く
機
会
が
あ
ま
り
な
い
の

で
、定
期
的
に
徳
大
の
事
を
教
え
て
い
た

だ
け
る
の
は
う
れ
し
く
思
い
ま
す
。

　

自
宅（
実
家
）が
遠
方
で
す
の
で
、徳
島

大
学
の
様
子
、活
動
状
況
な
ど
、な
か
な

か
知
る
す
べ
が
あ
り
ま
せ
ん
。こ
の
よ
う

な
情
報
誌
が
あ
り
ま
す
が
、少
し
で
も
様

子
が
垣
間
見
る
こ
と
が
で
き
、有
難
い
と

思
い
ま
す
。

【
回
答
】

　
ど
う
も
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。今

回
は
こ
の
よ
う
な
ご
意
見
が
か
な
り
多

く
寄
せ
ら
れ
て
お
り
ま
し
た
。

　
こ
こ
数
年
の
徳
島
大
学
入
学
者（
学
部

生
）
は
、
約
65
％
が
徳
島
県
外
出
身
と
な

っ
て
お
り
、
多
く
の
学
生
が
下
宿
生
活
を

し
て
い
ま
す
。
保
護
者
の
方
々
に
と
っ

て
、徳
島
大
学
を
よ
り
良
く
知
っ
て
い
た

だ
く
材
料
と
し
て
、こ
の
誌
面
を
活
用
し

て
い
た
だ
け
れ
ば
幸
い
で
す
。

読
者
の

言
葉

香川学長（前列中央）と受賞者ら

男女優勝チームのみなさん 健脚を競いました

三遊亭竜楽さんによる落語の口演

企業の担当者から説明を聞く学生

 参加者からの質問に答える林教授（右）


